
1. 学類の活動から1. 学類の活動から

◆ 共生システム理工学類　ヒトの動きを解析して支援する技術◆
増田研究室では、少子高齢化社会の日本において役立つような、ヒトを支援する技術
の開発に取り組んでいます。特に、ヒトの運動機能を対象にして、多数のカメラを
人体の周囲に配置して動きを計測する技術（リハビリテーションの動作解析システムに
応用）、人体のコンピュータモデルを作成して運動パターンをシミュレーションする技術
（スポーツにおける最適な運動フォームを求めるための人体運動モデルに応用）、ヒト
の動作を支援するメカトロニクス技術（簡易型モーションアシスト装置に応用）等の
開発を行っています。情報工学や機械工学、電気工学等の学問を基礎にして、医学系
の研究者との共同研究を行い、実用性の高い研究開発を行うことを目指しています。

増田研究室にて

◆ 経済経営学類　英語で学ぶ～海外インターンシップの取り組み～◆
 ２０１４年で５年目を迎える「海外インターンシップ」は、経済経営学類「英語副専攻」制度
の中核的なプログラムです。『英語を学ぶのではなく、実際の職場で英語を使うことに
より実用的な英語を身につけるチャンスを学生に提供すること』を理念に、毎年着実
に成果をあげています。昨年度は米国テキサス州ヒューストン市の住宅管理機関や市
役所等に派遣されました。学生たちは、受付対応であったり、市のイベントにスタッフ
として参加したりと実践的な研修を受け、実務体験を通じて大きく成長して帰国し
ました。本プログラムは、他学類生にも参加のチャンスが与えられています。

海外インターンシップの様子

◆ 行政政策学類　福島大学シネマ倶楽部へようこそ◆
行政政策学類の活性化プロジェクトをもとに、学生がプロの監督・スタッフ・俳優と共同で、
映画『コトコトコトコ』を制作しました。福島大学が舞台の、不思議でちょっぴり考えさせる
ファンタジー映画です。半年以上かけ練り上げた脚本をもとに、カメラ練習、絵コンテ、
美術などを準備して、２０１３年の夏休みに一週間撮影を行いました。本作はゆうばり国際
ファンタスティック映画祭に招待され、テレビ上映や劇場公開も果たしました。
映画作りは、共同作業の賜物。個性をぶつけあいながら一本の作品を作る過程で、様々な
ものを学び取ってほしいと考えています。 映画『コトコトコトコ』チラシ

◆ 人間発達文化学類　学校ボランティア活動を通して信頼される教員になろう◆
新任教員にも即戦力が求められていることを受け、福島市・郡山市・伊達市の３市
と学校ボランティア活動の協定を結び、学生が各小中学校を支援しながら教員とし
ての実践的指導力を高める活動を推進しています。
教員を目指すＡさんは、支援しながら子ども理解や指導方法を探究し、少し自信が
持てるようになりました。教育実習を終えたＢさんは、継続して実習校にかかわる
ことができています。教員の仕事が自分にむいているか悩んだＣさんは、学校を知
ることが一番だと考えて活動を始めた結果、子どもが好きな自分に気付きました。
人間発達文化学類は教員を目指す皆さんを全力でサポートしていきます。

家庭科の実技支援
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今、福島大学でしか学べないものがある
福島のの は世界のの でももあります。現実を直視し、グローバルな視点から問題解決力を磨き、
文文文文 融合合ののもとと専門分分野の枠枠をを超超ええたた思考考力力をを武武 に果敢に する、実践力を修修得得した人材材をを
育成成ししたたいいとと考考えています。

福島の課題は世界の課題でもあります。現実を直視し、グローバルな視点から問題解決力を磨き、
文理融合のもと専門分野の枠を超えた思考力を武器に果敢に挑戦する、実践力を修得した人材を
育成したいと考えています。
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福島大学が行っている放射線への取り組みや毎月のキャンパス内放射線計測データは、ＨＰからご覧になる
ことができます。

4. 放射線への取り組みから4. 放射線への取り組みから

★福島大学放射線に関する取り組み
＜http://www.fukushima-u.ac.jp/guidance/top/torikumi-housyasen.html＞

★福島大学キャンパス内及び附属学校園の放射線計測データの公開
＜http://www.fukushima-u.ac.jp/guidance/top/fukudai-housyasen.html＞

◆放射線への取り組みの公表◆

組取取放放 の線 の4 射射 の線線放放放射放4 放放射射線線 のの り みかみかみの取取りり組組みみからからかからららら

3. 平成２５年度就職状況について3. 平成２５年度就職状況について
◆福島大学の就職者（4学類合計）を１００人の村と仮定したら…

公務員

25人
卸売業・小売業

13人
金融業・保険業

12人
教員

11人
サービス業
(複合含む)

10人
情報通信業

7人
その他

22人

４

福島大学　進路状況 検 索卒業生の詳しい就職・進路状況は で

3

就職率

９５．８％
3 平成3 平成成33 平平成成２２ 年度就職状況に年度就職状状状 に て５年年度就度度就度就就職状就職職状状状況況にに てて

2. 東日本大震災を契機とした学びから2. 東日本大震災を契機とした学びから
◆ふくしま未来学　一人ひとりが復興の担い手に

学生の手で田植えを行なった

福島大学に入学するのであれば、復興の現場で学んでみませんか。ふくしま未来学
とは、原子力災害の経験を踏まえ、地域課題を実践的に学び、地域再生を目指す、
福島大学独自の特修プログラムです。なかでも「むらの大学」の授業では、地域実践
をメインとし、夏休み期間には、約２週間地域で生活しながら地域課題を発見し、
地域再生のプログラムを学生自身が考え実行していきます。ほかにも、被災地復興
に寄与する履修科目を、学類に関係なく選択することができ、全体で２０単位以上
習得すると、ふくしま未来学の修了証が交付されます。

集中スクールの様子

◆OECD東北スクール　復興の担い手となる若者を育てる
福島大学は、福島・宮城・岩手の中高生１００人をメンバーとする「OECD東北スクール」
を実施しています。これは、「２０１４年８月にパリで東北の魅力を世界にアピールする
イベントをつくる」というプロジェクト学習です。この活動に福大生も積極的に関わり、
中高生と一緒にフランスに渡り、イベントの成功を支援します。


